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検討概要

課題
・費用負担を含めた関係者の役割分担や事業効果の明確化等
３Ｒエコポイントシステムの導入に向けて
・関係者連携の上で導入に向けた計画的な取組の必要性
・ガイドラインの検討
（３Ｒエコポイントの事業の発案、事業計画の策定、事業実施

計
画に至るまで、共通する課題やそれを踏まえた取組視点等）

近年、温暖化対策分野を中心としたポイントシステムなど、
経済的なインセンティブ付けを活用した取組が進んでいる

更なる廃棄物の発生抑制と環境負荷の低減を図るため、消費者・市民、
事業者の３Ｒにつながる環境行動を一層促進することが必要

ポイントシステムの活用
３Ｒ分野においてポイントを付与する既存の取組事例等を参考に、
●３Ｒ分野におけるポイントシステム活用の類型化
●事業の発案、事業計画の検討、事業の実施及び評価の段階毎の

課題の整理及び提言
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検討体制

委員長：崎田 裕子 環境カウンセラー・ジャーナリスト

中央環境審議会委員

委員 ：大島 美保 アスクル（株）環境マネジメントマネージャー
大和田 順子 ロハスビジネスアライアンス共同代表
小野田 弘士 早稲田大学環境総合研究センター准教授
田崎 智宏 （独）国立環境研究所循環型社会・

廃棄物研究センター主任研究員

環境省：谷津龍太郎 廃棄物・リサイクル対策部部長

大森 循環型社会推進室長、白石補佐、松浦担当

事務局：㈱エックス都市研究所

（五十音順）

3

構成
Ｉ 総論
●３Ｒエコポイントの概要

・３Ｒエコポイントシステムとは ・３Ｒ行動とは
●３Ｒ分野におけるエコポイントの意義・目的

・機能 ・目標・目的 ・主体ごとの意義・役割（負担）・効果
●事業効果定着のための必須要素
ＩＩ ３Ｒエコポイントの事業類型
・入口 ・体制 ・出口

ＩＩＩ ３Ｒエコポイントシステムのケーススタディ
●ケーススタディの具体的内容
●ケーススタディの評価
●３Ｒエコポイントによる推進が期待される事業
ＩＶ 課題
●「事業の発案」の段階における課題と方向性
●「事業計画の検討」の段階における課題と方向性
●「事業実施」の段階における課題と方向性
●「評価」の段階における課題と方向性
Ｖ ３Ｒ分野におけるエコポイントシステム導入に向けた提言
●３Ｒエコポイントに取り組もうとする主体に対して
●今後のガイドラインの検討に向けて
●３Ｒエコポイントシステムの普及に向けて
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３Ｒエコポイントの概要

市民・消費者

事業者 等

<３Ｒ行動をとる場>

関係者

関係者

関係者

ｴｺ

ﾎﾟｲﾝﾄ

①３Ｒ行動

②３Ｒエコポイント
付与

ｴｺ

ﾎﾟｲﾝﾄ

ｴｺ

ﾎﾟｲﾝﾄ

ｴｺ

ﾎﾟｲﾝﾄ

③還元メニューより商品、
サービスを選択・利用

◎還元メニュー
・３Ｒの促進につながるメニュー
・事業者の売上促進メニュー
・地域活性化につながるメニュー
・地元エコ活動に寄付 etc…

「３Ｒエコポイントシステム」とは、特定の環境配慮行動（３Ｒにつながる環境行動）
を促進するため、当該行動に伴いポイントを付与するとともに、獲得したポイントを
商品やサービス等と交換する制度全般のことをいう。
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３Ｒ行動とは

衣服 食 住まい（生活）

リデュース 衣服・靴の

補修

食べ物の売れ残りや食

べ残しの抑制

レジ袋等の使い捨て製品の自

粛や簡易包装製品の選択、マ

イ食器の利用、カーシェアリ

ング他レンタル・リース制度

の活用

リユース 不用品の融

通、フリー

マーケット

での提供、

古着、ハン

ガーの再使

用

びん・ペットボトル等

リターナブル容器の再

使用

リユース食器の再使用、家

具･おもちゃ・陶器・なべ等

の生活用品の修理・再使用、

自動車リユース部品の利用、

解体資材の再使用

リサイクル 使用済衣料

品の回収協

力

食料容器包装の回収協

力、生ごみ・廃食用油

の回収、食品トレイ・

ペットボトル・卵パッ

ク、牛乳パックの回収

割り箸・陶磁器のリサイク

ル、リサイクル製品の購入、

バイオマス肥飼料の利用、使

用済製品の回収協力、浄化槽

からのリン回収

その他、循環

型社会づくり

に貢献する行

動

生ごみの水切り・乾

燥、分別収集への協力

適正処理への協力

事業者による３Ｒに資する新たなビジネスモデルの展開（製品の長寿

命化や環境負荷低減に資する原材料・製品やサービスの利用）

行政によるグリーン購入・契約や環境管理システムの導入

もったいない精神に則した３Ｒ行動の対象（例）
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３Ｒ分野におけるエコポイントの意義・目的
３Ｒ分野におけるエコポイントの４つの機能

①３Ｒ行動として何が行えるか、行うべきかを資源やエネルギーの削減・

廃棄物の減量などの観点から具体的に明らかにする「見える化」機能

②消費者・市民、事業者の新たな３Ｒ行動を「促進・浸透」させるとともに、
既存の３Ｒの取組を将来にわたり「持続」させる機能
ポイント（金銭又は社会的評価）を消費者に付与することで、３Ｒ行動のうち、現状進んで
いない、又は更に進めることが望ましい取組を促進・浸透させたり、さらに持続することで、
行動を選択しながら柔軟に３Ｒ目標を達成するシステムである）

③ポイントの還元・利用方法として３Ｒ行動を対象とした場合には、ポイント
の利用を通じた３Ｒ行動など更なる環境配慮活動を「追加促進」する機

能

④ポイント付与や還元・利用を通じた環境貢献・社会還元、ＰＲ効果や集客
振興効果のほか、経営や処理コスト削減などの「３Ｒとそれ以外の事業
活動ないしは社会活動との協調・相乗効果の発現」機能

３Ｒエコポイントでは、上記の機能を踏まえ、行政、事業者、消費者・市民等の関係者間の
連携を推進するとともに、特に消費者・市民の高い関心を具体的な３Ｒ行動に結びつけ、
循環型社会の構築に向けて市民レベルから貢献していくことを目的とする。 7

３Ｒエコポイントの主体ごとの意義・役割（負担）・効果

主体分類 各主体が行う意義・目的 導入に当たっての役割、
行うべきこと

効果
（メリット）

行政 ・政策目的（３Ｒ推進等）の実現 ・３Ｒ行動の取組実施、企
画・検討
・制度面の確認
・広報（住民に対する説
明）

・廃棄物処理コストの縮
減
・廃棄物処理サービスの
向上

事業者 ・３Ｒの推進
・一部の事業では、廃棄物の削減

・３Ｒの取組実施、企画・
検討
・３Ｒエコポイント事業の
運営

・販売促進
・ＣＳＲの実施

消費者・市民 ・３Ｒエコポイントの取組への参
加

・３Ｒ行動の実施 ・ポイント還元
・ポイントを活用した環
境行動の推進

ＮＰＯ／ＮＧＯ ・３Ｒエコポイントの運営への協
力による環境行動の推進

・３Ｒの取組の運営への協
力

・社会貢献（ＮＰＯ／Ｎ
ＧＯの設立目的の普及）
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３Ｒエコポイントの事業類型
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（１）入口（IN）
○付与対象とな

る３Ｒ行動
の類型化

（２）体制
○事業規模
○場所
○企画主体
○運営主体
○原資提供者
○事業への参加者
○ポイント交換ｼｽﾃ
ﾑの類型化

（３)出口（OUT）
○還元メニュー
の類型化

Ｘ Ｘ

３Ｒエコポイント事業を
（１）入口、（２）体制、（３）出口に区分して考えると、
以下のとおり類型化できる。
具体的に事業を検討する場合、各区分で適切な
メニューを選択し、組み合わせることで事業を想定
することができる。

３Ｒエコポイントの事業類型（入口）‐1
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Ｉ 特定３Ｒ行動促進型（特定の３Ｒ行動を促進したい）

１）リデュース目的型（この類型に当てはまる３Ｒ行動例）
・簡易包装、レジ袋削減行動
・外食及び中食の食品ロス削減行動
・マイボトル、マイ箸、マイ食器の使用
・カーシェアリング など

２）リユース目的型（この類型に当てはまる３Ｒ行動例）
・リユースびんの使用、回収
・生活不要品の使用、持ち込み
・小型家電製品の回収
・自動車部品の使用
・住宅解体古家具、古材の使用、持ち込み など

３）リサイクル（マテリアル、サーマル）目的型（この類型に当てはまる３Ｒ行動例）
・ペットボトル回収、持ち込み
・リサイクル製品の購入、販売
・生ごみのたい肥化、たい肥の使用
・蛍光灯回収、持ち込み
・廃食油回収、廃食油利用製品の使用
・インクカートリッジ回収、持ち込み
・携帯電話回収、持ち込み
・古着、古布回収、持ち込み など

４）その他（ごみ拾い等）（この類型に当てはまる３Ｒ行動例）
・ごみ拾い など



３Ｒエコポイントの事業類型（入口）‐2
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１）複数３Ｒ行動同時促進型（様々な３Ｒを同時に達成したい）
（この類型に当てはまる３Ｒ行動例）
・小売業活用

・外食業（結婚式場含む）活用
・イベント活用
・修理、リサイクル業活用

２）地域振興同時促進型（地域振興も同時に達成したい）

（この類型に当てはまる３Ｒ行動例）
・地域商店街活用
・温泉街活用

３）環境教育同時促進型（環境教育も同時に達成したい）

（この類型に当てはまる３Ｒ行動例）
・公共施設（学校）活用

４）特定３Ｒ行動類型促進型（特定の行動類型を同時に達成したい）

（この類型に当てはまる３Ｒ行動例）
・宅配システム活用（回収系行動を一括して）

ＩＩ 多目的型（特定の３Ｒ行動の促進に加え高次の目的を達成したい）

３Ｒエコポイントの事業類型
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体制（例）

企画主体
（行政、事業者、NPO、地域協議会）

３R活動事業の
中心となる場
の関係者
（事業者 等）

利用者
（市民、消費者等）

その他関係者
（関連事業者 等）

その他関係者
（関連事業者 等）

その他関係者
（関連事業者 等）

ポイント付与

ポイント利用

運営主体

●３R分野の環境行動を通じて事業効果や環境効果
が得られる受益者が負担することが望ましい

（行政、事業者（１社、または複数社））

原資負担 原資負担



３Ｒエコポイントの事業類型
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出口（例）

分類 還元・利用メニュー

物品交換方式

景品

贈答品

おもちゃ

ごみ袋

自宅記念花

オリジナルマイバッグ

商品購入連携方式

商品引換券

商品値引券

ポイント分割引

金銭交換方式

プリペイドカード

他ポイントとポイント交換

くじ方式 懸賞に応募

環境活動参加方式

環境団体・活動に寄付

環境イベントへの参加

植樹・植花

既存のポイント還元・利用メニューの例

３Ｒエコポイントシステムのケーススタディ
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●既に取組が進んでいる事業を参考に、新たなインセンティブ付けをすることで、さらなる
取組の促進を図ることを想定し、３Ｒエコポイントの導入方法や関係者の役割分担に
ついて検討を行う。
また、事業実施効果や３Ｒエコポイント制度導入に向けた課題の整理を行う。

①現状と課題

②３Ｒエコポイントによる具体的な事業促進イメージ

③関係者の機能分担イメージ

④事業化に向けた連携・手続きフロー

⑤３Ｒエコポイントによる事業実施効果

⑥３Ｒエコポイント制度導入に向けた課題と施策の方向性



ケーススタディの具体的内容
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（３）出口

ﾘﾃﾞｭｰｽ ﾘﾕｰｽ ﾘｻｲｸﾙ

１）リデュース
目的型

○ ○ マイボトルの使用

Ａ市内

（人口150万人の一
部）
コンビニ1店舗

Ａ市小売業（コ
ンビニ）

ＮＰＯ
委託
（ＮＰＯ）

・事業者
（飲料メーカー）

・事業者
（コンビニ）

（飲料メーカー）
（ボトルメーカー）
・行政
・市民

・参加店舗での

　買い物補助
・地元エコ活動に
　寄付

○ ○
リユースびんの
利用・回収

Ｂ地域（３県）
参加企業：約140社

Ｂ地域
焼酎取扱店舗

事業者
（焼酎メー
カー）

委託
（事業者）

・事業者
（焼酎メーカー）

・事業者（小売店）
・行政
・市民

・参加店舗での
　買い物補助
（Rびん飲料の購入
　補助）

○

自動車リユース・

リビルト部品の
利用

全国
リサイクル部品流通

13団体、530解体工
場が参加
CO2削減量16万t
（H20)

自動車整備工場

企業

（大学ベン
チャー）

新規

・事業者

（・リサイクル部品
供給団体、整備工
場、損保会社）

・事業者
　（供給団体）

　（工場）
　（損保会社）
・行政
・市民

・地域の環境配慮
　活動に寄付

○ 生ゴミの堆肥化

Ｃ市Ｃ区Ｃ地域
参加：100世帯
廃棄物削減量：4tの
生ごみ削減（5ヶ

月）

Ｃ市Ｃ区
Ｃ地域

行政 新規
・事業者
（大型農家、小売
店）

・事業者
　（地元小売店）
　（大規模農家）

・市民

・生ゴミ堆肥を使用
　してできた野菜の
　購入補助
・地元小売店での

　買い物補助

○ ○
古着のリユース・

リサイクル

Ｄ市
（人口約30万人）
2店舗

Ｄ市
古着店舗

行政 新規
・事業者
（店舗）

・事業者
　（古着取扱小売店）
・海外向け古着ルート
・リサイクルセンター
・市民

・参加店舗での
　買い物補助

１）複数３Ｒ行動
同時促進型

○ ○
ペットボトルの
回収、その他

Ｅ区
人口約65万人
回収拠点：30店舗
回収量363トン/年

（1037万本）（H20)

Ｅ区
小売店舗

企業
（設備会社）

委託
（企業）

・行政
・事業者（小売店）
・行政
・市民

・地域商店街共通
　商品券として利用
・地元エコ活動に
　寄付

２）地域振興
同時促進型

○ ○ ○

地域商店街におけ

る3R事業
（食品ロス、レジ
袋削減、その他）

Ｆ市商店街

（Ｆ市人口約6万人
の一部）
30店舗

地域商店街
（外食業）

地域協議会
（商店街組合）

委託
（地域協議会）

・事業者
（組合員の自己負
担）

・事業者（小売店）
・行政
・市民

・地域商店街共通

　商品券として利用
・地元エコ活動に
　寄付

３）環境教育
同時促進型

○ ○ 環境教育
小・中学校

学校 学校
委託
（ＮＰＯ、地域
協議会）

・行政
・事業者
（プリンターメー

カー）

・学校
・事業者
 （プリンターメーカー）

  (ごみ収集事業者）

・行政
・市民

・地元エコ活動に寄付

４）特定３Ｒ行動
類型促進型

○ ○
宅配サーﾋﾞﾙによる

３Ｒ事業
実施地域1都8県
参加：113万世帯

宅配システム
流通地域

事業者
（宅配サービス
会社）

新規
・事業者
（宅配サービス会
社）

・行政
・市民

・宅配商品の購入
　補助

Ⅱ
 
多
目
的
型

（２）体制

２）リユース
目的型

・既存のポイント
システム利用

・他地域のポイン
トシステムと連携
（しくみ、カード

利用において）

※
・カードに関して
は金銭的余裕のあ
る場所ではICカー

ド
・それ以外では磁
気カード、紙カー
ド、バーコード等

運営主体 原資提供者
3R

分類

(1)入口

事業への参加者 還元メニュー事業内容 場所 企画主体

３）リサイクル
（マテリアル、
サーマル）

目的型

I
 
特
定
3
R
行
動
促
進
型

ポイント交換
システム

事業規模

課題
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課題

・関係者との協議
・関係法令の整理
・事業イメージの整理
（３Ｒエコポイントの対象範囲の想定）
・事業効果の明確化

・関係者による事業計画の合意
・３Ｒエコポイントの付与・利用方法
・関係者の役割分担の明確化

・３Ｒエコポイント事業の普及啓発

準
備

計
画
策
定

実
施

評
価

事業の発案

事業計画の検討

事業実施

評価



課題と方向性
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●「事業の発案」の段階
（関係者との協議）
（関係法令の整理など行政との相談）
（事業イメージの整理；ポイントシステムの対象範囲の想定）
（事業効果の明確化）

●「事業計画の検討」の段階
（関係者による事業計画の合意）
（３Ｒエコポイントの付与・還元方法）
（関係者の役割分担の明確化）

●「事業実施」の段階
（役割分担に応じた実施）
（３Ｒエコポイント事業の普及啓発）

●「評価」の段階

３Ｒ分野におけるエコポイントシステム導入に向けた提言

18

３Ｒエコポイントに取り組もうとする主体に対して
「準備」の段階
・関係者の連携により「小さく生んで、大きく育てる」
「計画」の段階
・行政や地域のポイント負担の合理性や必要性などの見える化
・地域の取組の底上げを図ることを検討
・３Ｒ分野のポイントシステムをプラットフォームとして活用し、その他の
環境分野や、健康・福祉・まちづくり等の他の分野に範囲拡大して利用
することを検討

「実施」の段階
・３Ｒ行動の更なる見える化の検討
・ポイントの多様化に向けた様々なメリット付与などの検討
・事業への参加者が事業目標や各役割に応じた取組を進めること
・環境効果や、取組を通じた負担状況などについて、客観的評価

今後のガイドラインの検討に向けて
３Ｒエコポイントシステムの導入に向けては、関係者連携の上で、導入に向けた計画的な取組
が必要である。そのため、事業促進に向けては、３Ｒエコポイントの事業の発案、事業計画の
策定、事業実施計画に至るまで、共通する課題や、それを踏まえた取組視点などについて、
事業の関係者に対して分かりやすい、事業効果の測定のための手法も含めたガイドラインを
検討することが望ましいと考えられる。
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３Rエコポイントを活用した想定事業のケーススタディ

（注）本検討は、既存の取組を参考に、仮に３Ｒエコポイントシステ
ムを導入することとした場合に考えられる想定事例（ケーススタ
ディ）であり、実際の事業とは異なります。

（１）特定３Ｒ行動促進型 ①リデュース目的型 マイボトル普及に向けた取り組み

（１）特定３Ｒ行動促進型 ②リユース目的型 ガラスびんリユース促進に向けた取り組み

（１）特定３Ｒ行動促進型 ②リユース目的型 自動車リサイクル部品等の活用促進による
エコ・ユーザーの育成

（１）特定３Ｒ行動促進型 ③リサイクル（マテリアル・
サーマル）目的型

生ごみのリサイクル促進に向けた取り組み

（１）特定３Ｒ行動促進型 ③リサイクル（マテリアル・
サーマル）目的型

古着リユースリサイクル促進に向けた取り組み

（２）多目的型 ①複数３Ｒ行動同時促進型 小売店舗を活用した資源の拠点回収、リサイクル、
リユースの推進

（２）多目的型 ②地域振興同時促進型 地域商店街における３Ｒ促進に向けた取り組み

（２）多目的型 ③環境教育同時促進型 学校での３Ｒ促進に向けた取り組み

（２）多目的型 ④特定３Ｒ行動類型促進型 宅配システムを利用した３Ｒ促進に向けた取り組み

その他（ポイント交換システム） 他地域のポイントシステムと３Ｒエコポイント
システムの連携

飲料メーカー飲料メーカー

ボトルメーカーボトルメーカー

行政行政

広報協
力など

流通の拡大

容器提供

機
器飲

料

機器提供【無償】

飲料販売【70円/杯】

容
器容器販売【有償】

お客様

[店内イメージ]

店舗提供

売り上げ
の一部

ペットボトルごみなど
発生抑制し環境負荷低減

店内に容器を洗う
洗い場を設置

ｴｺ
ﾎﾟｲﾝﾄ

ｴｺ
ﾎﾟｲﾝﾄ

ｴｺ
ﾎﾟｲﾝﾄ

ﾎﾟｲﾝﾄ原資
ＮＰＯが負担

ｴｺ
ﾎﾟｲﾝﾄ

ポイント交換
・店内買い物
・容器購入
・地元エコ活動に寄付

課題・要望
・各コンビニ店既存のﾎﾟｲﾝﾄｶｰﾄﾞに３Ｒｴｺﾎﾟｲﾝﾄを加算することが可能か？
・ﾏｲﾎﾞﾄﾙを持ち歩く文化を地元のｲﾍﾞﾝﾄ等で根付かせるｱｸｼｮﾝがもっと欲しい

機器の衛生管理必要
By ｺﾝﾋﾞﾆ店員？飲料ﾒｰｶｰ？

マイボトル

コンビニ

NPO,地域協議会

<例：Ａ市小売業（コンビニ）>

事業規模：Ａ市
マイボトル普及に向けた取り組み
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９００ml茶Ｒびんの流れ

びん商 洗いびん業
リユースとしての流れ

商品としての流れ

５円～１０円の手数料

納
品

カレット業者

不良びんの流れ

ﾎﾟｲﾝﾄ原資は焼酎ﾒｰｶｰが負担
一般消費者が商品を購入した小売店にＲびんを
持ち込む際、５円のｷｬｯｼｭﾊﾞｯｸ+ｴｺﾎﾟｲﾝﾄ付与

ｴｺﾎﾟｲﾝﾄ

Ｒびんの再利用
が増えることにより
自治体で処理する
廃棄物量の削減
⇒節税効果につながっていくﾎﾟｲﾝﾄ交換

小売店で使用
（Ｒびん飲料の購入補助）

焼酎業界で、Ｒびん採用ﾒｰｶｰを増やす

５円～１０円の手数料

現状

<例：Ｂ地域焼酎取扱店舗>
事業規模：Ｂ地域（３県）

×

ガラスびんリユース促進に向けた取り組み
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目的
自動車の適切な整備やリユース・リビルト部品を活用することで、ユーザーにエコポ

イントを付与し、エコ・ユーザーとしての意識を高める

エコ・ユーザー

リサイクル部品 整備・メンテナンス
利用 利用

エコポイント エコポイント

ﾘﾕｰｽ・ﾘﾋﾞﾙﾄ部品利用でポイントを付与
エンジンのメンテナンスやタイヤの整備

等によって、ポイントを付与

自動車ユーザーの環境への意識を高め、エコ・ユーザーの育成を図る

自動車整備業界・損保業界等との連携をすすめる

<例：自動車整備工場>

事業規模：全国
自動車リサイクル部品等の活用促進による

エコ・ユーザーの育成



自治会館内の
堆肥施設

一次発酵

二次堆肥置き場

二次発酵

ｴｺ
ﾎﾟｲﾝﾄ

ポイント原資は小売店
（一般家庭の生ごみ
提供者はＫｇに応じて
ポイント獲得）

一般家庭一般家庭
小売店小売店
その他その他

ｴｺ
ﾎﾟｲﾝ
ﾄ

ｴｺ
ﾎﾟｲﾝﾄ
00

ポイント交換
３Ｒｴｺﾎﾟｲﾝﾄ協力店で買い物ができる

ｴｺ
ﾎﾟｲﾝﾄ

ポイント利用

・市民ができた堆肥をもらいに行く
・市民農園、家庭菜園、
農家で野菜栽培等に利用

・Ｃ市がバケツを１家庭に1つ配布

・分別した生ごみをバケツに入れて
各自自治会館に持っていく

一か月後、堆肥原料 二か月、完熟

・置き場はＣ市が提供
・切り返し作業は管理人がやる

・地元自治会のメンバー
管理人による袋詰め

・機械メーカー側が空き地に
広げる作業を行う

・9時～5時、各自が受付簿に氏名・生ごみ重量等

記入。自治会館の管理人が計量器、受付簿等の
管理

・機械はＣ市がレンタル
（電気代、機械メンテナンス、一次発酵物の
取り出し代はレンタル料に含まれる）

※機械の処理能力：50ｋｇ/日

生ごみのリサイクル促進に向けた取り組み
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市民市民
ｴｺ

ﾎﾟｲﾝﾄ

市民市民

古着再利用により
衣類ごみを発生抑制し

環境負荷低減

ｴｺ
ﾎﾟｲﾝﾄ

古着ショップ
（３Ｒｴｺﾎﾟｲﾝﾄ制度加盟店）

家から要らなくなった
洋服をお店へ持参
（選択済みのもの）

ポイント交換
ｴｺﾎﾟｲﾝﾄ制度に参加している
古着ショップで買い物ができる。

基本的には、洋服は重量にて買取
（売れそうな品は多少高く買取
（例：冬到来前に冬物を持ってきた場合）

現金とｴｺﾎﾟｲﾝﾄ
を受け取る

お店で売れないお店で売れない
衣類は、海外衣類は、海外
古着ルート古着ルート
に売却に売却

リサイクルセンターでリサイクルセンターで
車両用の断熱材のような車両用の断熱材のような

産業用資材に利用産業用資材に利用

ﾎﾟｲﾝﾄ原資提供
古着店舗
◎集客及び販売促進

日本一リサイクルショップのあるＤ市の、物を大切にする文化を生かし、
３Ｒｴｺﾎﾟｲﾝﾄ制度に賛同してくれる古着ショップを募り、Ｄ市古着ショップ群
と市民による３Ｒ活動を促進！市の協力でＰＲ活動推進！

Ｄ市の協力によるＰＲ活動

<例：Ｄ市古着店舗>

事業規模：Ｄ市古着リユースリサイクル促進に向けた取り組み
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ﾘﾕｰｽびん、ﾘﾕｰｽﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ、ﾘﾕｰｽﾄﾚｰの他
ﾘﾕｰｽ容器による販売、回収協力

（酒屋、スーパー、コンビニ）

省エネ家電、エコ商品購入
（電気屋、スーパー、コンビニ）

マイバッグ(レジ袋、過剰包装の拒否）
（各店舗）

エコロジー活動
（町内会主催、市/区主催）

スーパー コンビニ
スーパー

通常商品
鉄道利用
ポイント充当 等

地域商店街共通商品券
地元エコ活動に寄付
現金還元

その他ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ容器、各種ﾌﾟﾗﾄﾚｰ、
廃食用油、包装用紙類等の回収協力

（酒屋、スーパー、コンビニ）

ポイント原資提供は行政

還元メニュー

磁気カード
にポイントをプール
（端末機不要）

満点になったﾎﾟｲﾝﾄｶｰﾄﾞで下記
還元メニューの商品と交換
(例）500円分のポイントがたまった

カードを400円分の金券として

他の事業の景品と交換
100円分は手数料にまわすこと

で手数料も捻出可能

小売店舗を活用した資源の拠点回収、
リサイクル、リユースの推進
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びん、缶、ペットボトル回収協力
（酒屋、居酒屋、スーパー、コンビニ）

省エネ家電、エコ商品購入
（電気屋、小売店、スーパー、コンビニ）

マイバッグ(レジ袋、過剰包装の拒否）
（商店街全店舗）

エコロジー活動
（町内会主催、市/区主催）

小売店 小売店 スーパー コンビニ スーパー 居酒屋

商 店 街

通常商品
鉄道利用
ポイント充当 等

地域商店街共通商品券
地元エコ活動に寄付
現金還元

磁気カード
にポイントをプール
（端末機不要）

満点になったﾎﾟｲﾝﾄｶｰﾄﾞで下記
還元メニューの商品と交換
(例）500円分のポイントがたまった

カードを400円分の金券として

他の事業の景品と交換
100円分は手数料にまわすこと

で手数料も捻出可能

ポイント原資提供
商店街組合加入店舗の負担

事業規模：Ｆ市商店街

還元メニュー

地域商店街における３Ｒ促進に向けた取り組み
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NPONPOのの
協力協力

父兄の協力父兄の協力

小学生小学生

学校で様々な３R活動を

行うことで環境教育
を推進するとともに

環境負荷低減

小学校

家から廃食油
を持参

ポイント交換
市区町村内で積極的に
環境ボランティアを行っている
NPO等に寄付

回収した廃食油を回収した廃食油をBDFBDF
（バイオディーゼル燃料）（バイオディーゼル燃料）
にして、ｽｸﾙｰﾙﾊﾞｽやにして、ｽｸﾙｰﾙﾊﾞｽや
ごみ収集車などにごみ収集車などに

利用利用

ﾎﾟｲﾝﾄ原資提供
市区町村、プリンターメーカー

<例：小学校>

事業規模：小中学校

市区町村が委託する
ごみ収集業者と協力
してBDFに還元

学校給食
調理で発生
した廃食油

家から不要になった
インクカートリッジ
を持参

学校で不要に
なったインク
カートリッジ

プリンターメーカー
で分解

・部品をそのまま再利用・部品をそのまま再利用
・プラスチック素材は粉砕して・プラスチック素材は粉砕して
再利用再利用

・電源ケーブルは粉砕後に・電源ケーブルは粉砕後に
銅と塩化ビニール樹脂に銅と塩化ビニール樹脂に
分けてからリサイクル分けてからリサイクル

家から調理前
生ごみを持参

できあがった堆肥についてはできあがった堆肥については
学校の花壇で利用するほか、学校の花壇で利用するほか、
児童や地域の方が持ち帰り児童や地域の方が持ち帰り

家庭菜園で利用家庭菜園で利用

生ごみ処理機に投入給食調理場
からでる
生ごみ

ｴｺ
ﾎﾟｲﾝﾄ

ｴｺ
ﾎﾟｲﾝﾄ

ｴｺ
ﾎﾟｲﾝﾄ

行政が原資提供

ｴｺ
ﾎﾟｲﾝﾄ

事業者が原資提供

ｴｺ
ﾎﾟｲﾝﾄ

行政が原資提供

学校での３Ｒ促進に向けた取り組み
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配送センター

リユース・リサイクル
の拠点へ

高齢化社会、女性の社会進出等の
社会ニーズにより宅配システムの
利用が増えていく中で、リユース・
リサイクルシステムを組み込む
ことにより、３Ｒの推進を図る

構想：びんに加えﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙのﾃﾞﾎﾟｼﾞｯﾄ制を導入
↓

更に、ｴｺﾎﾟｲﾝﾄ制も導入することで回収率ＵＰをはかる
方法
①ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙにﾚｰｻﾞｰﾏｰｶｰを入れ、誰が返却してきたﾎﾞﾄﾙか判別できる

ようにする。
②ﾃﾞﾎﾟｼﾞｯﾄ金は毎月の請求額から相殺され、ｴｺﾎﾟｲﾝﾄは毎月の請求書
に点数を記載

現状：宅配ｼｽﾃﾑによる買物の帰り便で、リユース・リサイクル容器を回収
（びん、ペットボトル、プラスチック容器 紙パック 等）

ポイント原資提供
宅配会社

ポイント交換
宅配商品の購入補助に使用

<例：宅配システム流通地域>

事業規模：1都8県宅配システムを利用した３Ｒ促進に向けた取り組み
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びん、ペットボトル回収協力
本、DVD,家具等ﾘﾕｰｽ・ﾘｻｲｸﾙ

外食の際のﾏｲ箸、ﾏｲｶｯﾌﾟ、完食
レジ袋拒否 等

（ポイント付与、ポイント管理
CO2削減量管理、原資・還元管理） 他地域の取組

商店街組合

小売店等

ポ
イ
ン
ト
付
与
対
象

３RｴｺﾎﾟｲﾝﾄMenu

省エネ商品温暖化
対策事業へ寄付
通常商品
鉄道利用ﾎﾟｲﾝﾄ充当

地元商店街
共通商品券
地元エコ活動
に寄付

現金に近い
メニュー

ポ
イ
ン
ト
還
元

メ
ニ
ュ
ー

ポイント運営プラットフォーム

ＩＣカード、磁気ＩＣカード、磁気
カード等のﾎﾟｲカード等のﾎﾟｲ
ﾝﾄ管理の統合ﾝﾄ管理の統合

他地域のポイントシステムと３Ｒエコポイントシステムの連携
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先進事例発表会の概要

環境省からの施策紹介とポイント制度を活用した循環型社会づくりへの取組の
先進的事例紹介＆パネルディスカッションを予定

（１）日時：平成22年３月12日（金）午後2時00分～午後4時00分
（２）場所： Forum S ５東洋海事ビル地下１階 会議室Ａ、Ｂ〒105‐0004 東京都港区新橋3‐2‐5
（３）主催：環境省
（４）対象者：市民、NGO/NPO等民間団体、事業者、行政関係者等（定員100名）
（５）参加費：無料
（６）申込方法： （参加には、事前申込みが必要） 本発表会への参加を希望される方は、参加申込書に必要事項

を記入いただき、平成22年３月５日（金）までに、下記の事務局まで電子メールまたはＦＡＸ
(先着順で、定員に達したら受付を終了）

（７）申込み及び問合せ先： （環境省３Ｒ推進事業支援業務事務局）
株式会社日経スタッフ 営業３部イベントグループ（担当：門馬(もんま)、東條(とうじょう))
〒101‐0047 東京都千代田区内神田2‐1‐2 日本経済新聞社別館
◆ＴＥＬ：03‐5294‐2405／ＦＡＸ：03‐5294‐2470◆電子メール：event@nikkeistaff.co.jp

（８）進行プログラム（予定）
14:00～14:05 開会挨拶・趣旨説明
14:05～14:15 第２次循環型社会形成推進基本計画の進捗状況の第２回点検結果について
14:15～14:30 ３Ｒエコポイント検討会の報告について
14:30～15:30 先進事例発表（1事例発表20分）
・あだちエコネット事業
・ぎふ・エコライフ推進プロジェクト（レジ袋削減、マイ箸、マイ容器等の容器包装廃棄物の３Ｒの取組）
・北九州市民環境パスポート（カンパス）事業
15:30～16:00 パネルディスカッション・質疑応答
「今後の展望について（仮題）」
◇コーディネーター大森 恵子 （環境省大臣官房企画課循環型社会推進室室長）
◇パネリスト崎田 裕子 （ジャーナリスト・環境カウンセラー、中央環境審議会委員、３Ｒエコポイント検討会委員長）

ほか、上記先進事例発表者が参加
16:00 閉会

※上記内容は現時点での予定です。発表者の都合等により、プログラムの一部を変更する場合があることを御承知おきください。
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